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法人名 
社会福祉法人 
サンフレンズ 

代表者 
理事長 
土屋俊彦 

 
法人・ 
事業所 
の特徴 

包括的なサービスでの支援により、ご利用者の困り事や状況の変化に気付きやすい。 
また、その場に応じた柔軟な対応が可能である事により利用者さんの安心感に繋がっ

ている。 
 事業所名 

おあしす上井草 
菱木 幸治 

管理者 
所長 

菱木 幸治 
 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

３人 人 １人 人 人 １人 人 ２人 人 ７人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

昨年度の改善計画なし 昨年度の改善計画なし ・出来ていることはもっとあるは

ずなので、事業所自己評価にそう

いったところが反映されると良

いと思う。 

事業所自己評価の細かい部分に

おいて、職員間で共通した認識や

解釈がされておらず、正確な評価

が行えていないことが分かった。

評価の質を高めるため、解釈が難

しいまたは分かりづらい項目に

独自に解説を付けるなどして誰

もが評価しやすい環境を整える。 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

昨年度の改善計画なし 昨年度の改善計画なし ・サンフレンズ上井草の建物とし

て、コロナ感染症対策が継続して

いるので、日々環境整備に取り組

まれていることと思います。 
事業所の空間の清潔保持は保た

れているものと思われます。 

コロナ感染症対策は継続してい

くが、同時に利用者の生活が居心

地の良い環境でゆっくり過ごし

ていただく環境を提供していく。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

昨年度の改善計画なし 昨年度の改善計画なし ・地域の合同防災訓練への参加を

はじめとして、地域とのかかわり

は行われている者と思います。自

己評価を拝見すると、職員はその

ことを知らない方も多いように

見受けます。既に行っていること

を職員に知ってもらうことも必

要かと思われます。 

今までは一部の職員のみが地域

とのかかわりを行ってきたが現

場の職員がシフト調整の段階で

配慮をしていく。 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

昨年度の改善計画なし 昨年度の改善計画なし 限られた職員のなかで利用者を

外出に連れ出したりすることは

大変かと思う。もっと地域住民に

頼っても良いかと思う。協力を得

地域包括支援センター、地域自治

会、二層協議体等、地域とのつな

がりをより密にし、具体的な協力

依頼内容を提示して連携を深め



るためには、何を支援してほしい

のか？具体的に投げかけていく

必要があるかと思う。 

ていく。 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

昨年度の改善計画なし 昨年度の改善計画なし 施設の職員だけで抱え込まずに

第三者の意見を得ることで、改善

につながることもあるので、今後

も継続し一緒に考えていきたい

と思う。 

・運営推進会議では参加する方々

から各関係機関に関する報告を

いただき、上井草周辺の地域情報

の交換や交流の場所にしていき

たい。 
・事業所ご利用者の事例を報告

し、具体的な活動や対応内容を知

っていただけるようにする。 
・課題が挙がった時は、対応策を

一緒に考えて意見をいただき早

急に取り組む。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

昨年度の改善計画なし 昨年度の改善計画なし サンフレンズ上井草が福祉救援

所としての役割を担っており、地

域の防災拠点のひとつとなって

いるため、これからも協力して取

り組んでいきたい。 

BCP（事業継続計画）に基づく防

災訓練や地域住民とのご同防災

訓練に現場の職員が参加できる

ようにシフト上で配慮をしてい

く。 




